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熊本県熊本地方を震源とする地震におきまして、被

災されました皆さまに謹んでお見舞い申し上げます。

一日も早い復旧を心よりお祈り申し上げます。 

このようなときこそ、グリーンシティ防災会が推奨

する日頃からの備え「生活防災」「イツモ防災」をみ

んなで考えてみましょう。 

今回は、皆さんが毎日行っている「掃除」から防災

を学んでみましょう。掃除が何故防災になるのか？疑

問に思われる方も多いでしょう。みなさんが当たり前

に行う「掃除」。これは世界に誇れる「日本の文化」

のひとつです。散らかっていたら掃除をする！この当

たり前のことがクローズアップされたのは、２０１４

年ブラジルでのワールドカップ。日本の初戦は残念な

がらコートジボワールに敗戦、外国の地で負けたにも

かかわらず、ゴミ拾いをしている日本の観客の姿が称

賛されニュースに取り上げられました。海外で見習う

べきとの声も高まっています。日本発 

のマナーとして広まれば、こんなに素 

晴らしいことはないでしょう。 

これらの行為は、「イツモやっている」「普段の生

活の中にあるもの」と特別なことをした意識は持って

いないのです。この貴重な意識が「防災」に繋がると

したらなんと素晴らしい文化ではないでしょうか。 

室崎益輝神戸大学名誉教授が次のように仰っていま

す。『私達が震災体験で学んだことが本当に次の地震

に対して命を守るだけの文化として育っているのでし

ょうか。そのことをもう 1 度考える必要があると思い

ます。そういう意味で体験を風化させてはなりませ

ん。嘆いていても始まりません。風化させないために

何をすればいいのでしょうか。ひとつは語り継ぐこと

です。これは、どんなにしつこくてもいいから、絶え

ず多くの人に、次の子供たちに伝えていくということ

をしなければなりません。それと同時に、文化にする

ことが必要です。例えば、家が壊れたらどうしてこわ

れたのかを考えることです。それはみんなが大掃除を 

しなくなったからです。屋根の瓦が

重たかったから壊れたわけではあり

ません。床下にシロアリがたくさん

いて、湿気で土台が腐っていたから 

家は壊れたのです。そうなると、土台が腐らないよう

に手入れをしなければなりません。毎日綺麗に大掃除

をして、毎日整理整頓をすることが文化です。そうい

う意味でいうと、日常の中で家族、親を大切にすると

いうのも文化です。そういう日常の生活の中にしっか

り体験を受け継いだ暮らし方をしていくということが 

体験を風化させないことであると思っています。』 

更に教授は『震災の教訓を未来につなげるために、

震災前と震災後で何が変わったのか、少なくとも、あ

なたはどこが変わったのか、私はどこが変わったのか

を言えるようにならないといけないと思います。震災

前よりはお母さんを大切にするようになった、家の中

をきれいに掃除するようになった、あるいは道に花を

植えるようになった、そういう形で変わっていかなけ

ればなりません』と伝えておられます。 

さて、今回の熊本地震で更に学んだ 

ことは「点検をする」と云う重要な項 

目が少し掛けていたことで「無くても済んだはずの災

害」が発生しています。ひとつは「ブロック塀の倒

壊」。熊本市が管理する５９の公園でブロック塀の倒

壊などの被害が確認されました。ブロック塀倒壊は、

１９７８年の宮城県沖地震で危険性がクローズアップ

されたもので、今回もブロック塀倒壊による犠牲者が

でました。東日本大震災を含めた宮城の教訓は届かな

かったのです。熊本地震の被災地を調査した古賀一八

福岡大工学部教授（建築構造）によると、今回の熊本

では「壊れたブロック塀は（塀を直角に支える控え壁

などを義務付けた）建築基準法や施行令をクリアした

ケースがほとんどなく素人が積んだ塀も多い」とのこ

とでした。（河北新報記事より引用） 

これらを防止するためにはやはり「大掃除」が必要

です。自分のまちで「ひび割れや傾き等」ちょっとお

かしいと思う場所をみんなの目で確認し 

情報を共有、その情報に基づき、まちを 

リニューアルしていく必要があります。

グリーンシティでも「クリーン作戦」という大掃除

があります。みんなで掃除をしながら点検。おかしな

場所があれば改善。そこには、費用も掛かります。そ

の為に中長期での修繕計画が重要で、これらは予防保

全と云われ、マンションでは当たり前の「長期修繕計

画」です。やはり戸建て住宅に於いても必要なことで

は無いでしょうか？笑顔でお互い、気遣いができるこ

とによる、可能な準備（備え）をしておくことって本

当に大切なことではないでしょうか。 

確認しましょう！あなたの周辺には危険箇所は有り

ませんか？タンスの転倒防止も予防保全の計画のひと

つです。また台風シーズンをむかえるまでに飛散する

ものは無いかベランダの点検も重要ですよ。 

 でも「掃除が防災？」と思われるかも知れません。

そんな時、みなさん胸を張って言ってください「安心

してください！これも防災訓練です！」 

グリーンシティでは「園芸部」が発足、街中を緑や

綺麗な花でいっぱいにしてくださってい 

ます。これも掃除と点検の重要防災です。 


